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山崎　亮
『コミュニティデザイン -最近の活動について-』

１１26

12月のスピーカーは現在調整中です。

木

ここ数年の間に各種メディアで「コミュニティデザイン」という言葉を目
にする機会が増加しました。「地域の課題を地域に住む人たちが解決して
いくための手法」として注目され、全国の多くの都市で実践されているの
です。今回は、当会の活動主旨である「出会いが刺激・交流となり、自律
的な新しい活動を生み出し、まちを魅力的にする」という考えにも合致し
ている「コミュニティデザイン」をテーマに取り上げ、その第一人者であ
る山崎亮さんをゲストスピーカーにお迎えしました。

1973年愛知県生まれ。大阪府立大学農学部にて増田昇に師事（緑地計画工
学専攻）。メルボルン工科大学環境デザイン学部にてジョン・バージェス
に師事（ランドスケープアーキテクチュア専攻）。大阪府立大学大学院（
地域生態工学専攻）修了後、 SEN環境計画室勤務。三宅祥介からデザイン
、浅野房世からマネジメントを学び、2005年にstudio-Lを設立。地域の課
題を地域に住む人たちが解決するためのコミュニティデザインに携わる。
まちづくりのワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、建築やラン
ドスケープのデザイン、市民参加型のパークマネジメントなどに関するプ
ロジェクトが多い。2006-2010年には（財）ひょうご震災記念21世紀研究
機構（林敏彦研究室／中瀬勲研究会）にて中山間離島地域の集落について
研究。2006-2013年には東京大学大学院工学系研究科にて大西隆に師事（
都市工学科）。博士（工学）。技術士（建設部門）。
現在は、studio-L代表、東北芸術工科大学教授（コミュニティデザイン学科
長）、京都造形芸術大学教授（空間演出デザイン学科長）、慶應義塾大学
特別招聘教授。主な著書に『コミュニティデザイン（学芸出版社）』『ソ
ーシャルデザイン・アトラス（鹿島出版会）』『コミュニティデザインの
時代（中公新書）』『まちの幸福論（NHK出版）』などがある。


